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び
れ
の
近
く
に
鮎
を
引
っ
掛
け
る
錨

(

針)

を
取
り
つ
け
川
の
中
を
泳
が

せ
る
と
、
野
鮎
が
縄
張
り
を
守
ろ
う

と
オ
ト
リ
に
体
当
た
り
し
て
く
る
。

こ
れ
を
掛
け
て
釣
る
の
が
友
釣
り
で

あ
る
▼
鮎
は
１
年
で
一
生
を
終
わ

る
。
秋
に
河
口
付
近
で
産
卵
し
親

は
死
ん
で
し
ま
う
。
卵
は
孵
化
し
海

に
下
っ
て
過
ご
し
、
春
に
川
に
戻
る
。

川
で
は
苔
を
食
べ
る
の
で
好
い
匂
い

が
す
る
。
海
と
川
で
は
浸
透
圧
の
調

整
が
必
要
で
あ
る
が
、
わ
ず
か
数
十

秒
で
機
能
を
切
り
替
え
る
こ
と
が
で

き
る
。
自
然
の
仕
組
み
に
感
嘆
す
る
。

▼
水
は
底
ま
で
透
け
、
川
の
音
だ
け

が
聞
こ
え
る
。
自
然
に
ど
っ
ぷ
り
は

ま
り
込
ん
で
い
る
自
分
を
感
じ
、
ま

さ
に
至
福
の
時
で
あ
る
。
釣
り
に
行

く
道
々
で
「
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
廃
止
・
日
本
共
産
党
」
の
ポ
ス
タ
ー

に
出
っ
く
わ
す
。
え
っ
、
と
思
う
所
に

も
あ
る
。
街
角
や
畑
の
脇
、
仲
間
た

ち
の
意
気
込
み
を
感
じ
、
思
わ
ず
ニ

ヤ
リ
と
す
る
▼
野
鮎
に
な
ら
っ
て
高

齢
者
の
医
療
と
尊
厳
を
犯
す
不
埒

な
面
々
を
、
体
当
た
り
を
く
わ
し
追

い
払
い
た
い
心
境
の
人
は
多
か
ろ
う
。

そ
の
機
会
は
近
い
。
オ
ト
リ
に
も
似

た
小
手
先
の
「
手
直
し
」
に
、
惑
わ

さ
れ
て
い
る
と
き
で
は
な
い
。(

Ｈ) 

夏
は
い
つ
も
鮎
釣
り
に
出

か
け
る
。
腕
は
か
ら
き
し

だ
。
私
の
釣
り
は
友
釣
り

で
あ
る
。
オ
ト
リ
に
鼻
環

(

は
な
か
ん)

を
付
け
、
尾
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    または中野事務所へ 

や
っ
ぱ
り
「
中
止
」
し
か
な
い
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」 

 
 

 

つ
く
ろ
え
な
い
根
本
的
欠
陥 

中野あきと事務所主催 講演会 

「現代の蟹工船を語る」開催される 

や
し
て
い
く
仕
掛
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

さ
ら
に
医
学
の
進
歩
で
一
人
当
た
り
の

給
付
費
が
増
え
る
と
、
そ
の
分
も
保
険
料

に
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。
ま
さ
に
「
天
井
知

ら
ず
」
の
値
上
げ
で
、
団
塊
の
世
代
の
ピ
ー

ク
が
後
期
高
齢
者
に
な
る
２
０
２
５
年
に

は
今
の
倍
の
保
険
料
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

付
き
ま
と
う 

 
 

医
療
内
容
の
制
限 

 
「
医
療
は
制
限
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
必

要
な
医
療
は
受
け
ら
れ
る
」
厚
労
省
の
宣

伝
で
す
。
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
特
徴

の
一
つ
で
あ
る
「
担
当
医
」
制
度
は
、
慢

性
疾
患
の
一
つ
だ
け
を
「
主
病
」
と
し
担

当
医
を
決
め
、
担
当
医
に
支
払
わ
れ
る
医

療
費
は
、
月
６
０
０
０
円
の
定
額
制
で
す
。

そ
れ
を
超
え
る
額
は
保
険
か
ら
は
支
払
わ

れ
ま
せ
ん
。
結
局
、
医
療
費
の
抑
制
が
目

的
な
の
で
す
。
こ
れ
で
は
満
足
な
治
療
は

で
き
な
い
と
し
て
、
多
く
の
医
師
会
が
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
反
対
し
「
担
当
医
」

制
度
も
拒
否
し
て
い
ま
す
。 

 浅尾さんは、労働相談にも携わってきた自らの経験を生か

し、豊富な実例をあげながら若者たちが抱えている問題を浮

口
座
振
替
が
導
入
さ
れ
た
が 

  

天
引
制
度
に
対
す
る
怒
り
の
前
に
厚
労

省
は
、
口
座
振
替
を
導
入
し
ま
し
た
。
し

か
し
誰
で
も
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
保
険
料
を
滞
納
せ
ず
に
支
払
っ
て
い

た
人
か
、
年
金
収
入
が
低
い
人
は
、
子
ど

も
な
ど
の
口
座
で
引
き
落
と
す
場
合
に
限

ら
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
預
金
額
が
不
足

し
滞
納
扱
い
に
な
れ
ば
天
引
が
再
開
さ
れ

ま
す
。 

 

結
局
、
厚
労
省
の
い
う
「
利
便
性
」
の

た
め
と
い
う
よ
り
、
今
後
、
ど
れ
だ
け
保

険
料
を
値
上
げ
し
よ
う
が
自
動
的
に
取
り

立
て
る
と
い
う
発
想
か
ら
の
「
確
実
な
取

立
て
」
が
ね
ら
い
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か

で
す
。 

 

保
険
料
は 

 

２
年
ご
と
に
値
上
げ 

  

そ
の
保
険
料
は
、
２
年
ご
と
に
改
定
さ

れ
ま
す
。
そ
の
と
き
７５
歳
以
上
の
人
口
増

に
連
動
し
て
、
保
険
料
の
負
担
割
合
を
増

 8 月 23 日、中野あきと事務所主催の講演会「現代の蟹工船を

語る」が生活保健センターで開催されました。作家で、雑誌

「ロスジェネ」編集長の浅尾大輔さんが講演し、約 50 名の方

が参加しました。 

 プロレタリア作家・小林多喜二の「蟹工船」は、不安定雇

用が大きな社会問題になる中で、時代を超えて 20 万部を突破

する大ブームとなり、現代の若者の中に広がっています。 

日本共産党市議会議員 

北野街道 

ヤ
マ
ダ 

 

電
機

中野あきと事務所 

き彫りにし、解決

の道筋を示しまし

た。 

 

批
判
や
怒
り
が
収
ま
ら
な
い
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
。
政
府
や
与
党
は
言
い
訳
に

や
っ
き
で
す
が
、
根
本
的
欠
陥
に
は
口
を
つ
ぐ
ん
だ
ま
ま
で
す
。
世
論
に
押
さ
れ
部

分
的
に
「
手
直
し
」
を
し
て
も
、
そ
こ
か
ら
ま
た
、
不
備
や
矛
盾
が
生
ま
れ
る
有
様

で
す
。
年
齢
で
差
別
す
る
と
い
う
「
制
度
」
は
き
っ
ぱ
り
や
め
、
各
種
世
論
調
査
が

示
す
よ
う
に
、
改
め
て
討
論
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

講
演
す
る 

浅
尾
大
輔 

氏  

８
月

日 

生
活
保
健
セ
ン
タ
ー 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日野市のＣＯ２削減運動 

  実行委員会に参加して 

 

 地球温暖化への取り組みは、

待ったなしです。日野市におい

ても「ふだん着でＣＯ２を減らそう」

と 8 月 24 日、市民、企業、団体、

大学などと連携して取り組む実

行委員会が設立され、私も地元

選出の都議会議員として相談役となりました。 

 日野市全体のＣＯ２排出量は、産業部門が全体の

約 37.5％(05 年度)で最も多く、次いで家庭部門、運

輸部門、業務部門となり、90 年度に比べ 17.5％も増

えています。それぞれの企業、団体、個人が、日常

的にＣＯ２を減らすための努力は欠かせない課題で

す。そのためには、市民的な議論も必要ではないで

しょうか。 

 私は、ＣＯ２を出さないことと同時に、緑地保全など

ＣＯ２を吸収して減らす方法も重視することが大事だ

と考えます。多摩地域に残された貴重な緑と農地を

守ることは、都議である私自身の大きな課題でもあり

ます。 

保
護
者
の
運
動
が
市
を
動
か
す 

 
南
平
小
学
童
ク
ラ
ブ
移
設
問
題 

 

日
野
市
は
、
南
平
小
の
学
童
ク

ラ
ブ
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
校

舎
内
教
室
が
使
用
で
き
な
く
な
っ

た
た
め
、
昨
年
、
校
庭
の
一
部
に

独
立
し
た
施
設
を
建
設
す
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
保
護
者

は
、
マ
ン
モ
ス
化
の
現
状
も
あ
り

「
２
ク
ラ
ス
制
」
に
す
る
こ
と
や
、

移
設
計
画
は
保
護
者
の
声
も
聞
い

て
す
す
め
る
よ
う
市
議
会
に
陳
情

を
提
出
、
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ

ま
し
た
。 

 

移
設
に
当
た
っ
て
は
、
育
成
環

境
の
悪
化
を
招
か
な
い
よ
う
十
分

な
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
こ
と
。

ワ
ン
フ
ロ
ア
ー
に
児
童
を
70
人
以

上
を
詰
め
込
む
よ
う
な
こ
と
で
は

な
く
、
２
ク
ラ
ス
に
分
け
て
育
成

す
る
こ
と
が
切
実
な
要
求
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。 

問
は
し
な
い
」
な
ど
の
提
案
を
し
て

き
ま
し
た
。 

 

市
長
の
所
信
表
明
は
、
予
算
案
を

提
出
す
る
３
月
市
議
会
の
冒
頭
に
行

わ
れ
、
各
議
員
が
質
問
を
行
い
ま
す

が
、
現
状
で
は
時
間
制
限
は
あ
り
ま

せ
ん
。
提
案
に
従
え
ば
、
会
派
ご
と

に
１
人
の
議
員
に
時
間
を
集
中
す
る

こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
１
人
会
派
の

場
合
３
分
で
は
、
早
口
言
葉
で
も
内

容
を
表
明
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
し
ょ

う
。
必
要
な
範
囲
を
超
え
た
制
限
は

質
疑
を
形
式
的
な
も
の
に
し
、
市
民

に
と
っ
て
も
分
か
り
ず
ら
い
内
容
に

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
で
し
ょ
う
。 

〝
市
議
会
本
会
議
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
配
信
す
る
〟
日
野
市
は
そ
の
た
め

に
昨
年
、
１
６
１
３
万
円
か
け
て
設

備
や
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
行
い
ま
し

た
。
現
状
で
は
市
民
は
、
市
議
会
を

傍
聴
す
る
か
会
議
録
を
見
な
い
限
り

直
接
様
子
を
知
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
市
長
と
議

員
の
や
り
取
り
を
知
る
画
期
的
手
段

で
す
。 

 

と
こ
ろ
が
自
民
、
公
明
、
市
民
ク

ラ
ブ
（
民
主
も
含
む
）
の
３
会
派
は
、

市
長
の
所
信
表
明
に
対
す
る
質
問
を

「
議
員
一
人
３
分
に
制
限
す
る
」

「
１
回
だ
け
の
総
括
質
問
で
、
再
質

え
っ
、
１
人
３
分
で…

？ 
 

 
 

市
長
所
信
表
明
に
対
す
る
質
問
時
間
を
制
限 

 
 

 

と
こ
ろ
が
市
は
、 

ワ
ン
フ
ロ
ア
ー
計 

画
に
固
執
し
、
陳 

情
者
が
求
め
た
面 

会
を
市
長
は
か
た
く
な
に
拒
ん
で

き
ま
し
た
。
保
護
者
の
人
た
ち
は

６
月
市
議
会
に
再
度
同
趣
旨
の
請

願
を
提
出
。
そ
れ
で
も
市
が
態
度

を
変
え
な
い
た
め
、
市
長
宛
の
改

善
要
望
書
も
提
出
す
る
な
ど
の
結

果
、
市
長
面
談
が
実
現
し
、
保
護

者
の
要
求
が
全
面
的
に
受
け
入
れ

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
昨

年
８
月
以
来
１
年
間
に
わ
た
る
粘

り
強
い
運
動
が
実
り
、
２
ク
ラ
ス

制
が
実
現
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

９
月
議
会
で
は
、
２
ク
ラ
ス
制

に
要
す
る
４
０
３
万
円
の
補
正
予

算
が
計
上
さ
れ
、
10
月
以
降
に
建

設
が
は
じ
ま
る
予
定
で
す
。 

  《０８年１０月の無料法律相談》 
村松みえ子事務所 午後６時～８時  
     １０月 ２日（木）    

市役所６階 共産党控室 午後１時～３時 

     １０月 ９日（木）                         

※予約が必要ですので、お申し込み下さい。 

    村松事務所 TEL042-582-0504  

    中野事務所  TEL042-599-3350 

 ８月下旬、東京地方は大雨

に見舞われましたが、中野あ

きと市議は 29 日、平山 6 丁目

と南平２丁目の土砂崩れの現

場を調査しました。 

 南平２丁目の現場は深夜２

時ごろ、高さ 10ｍ、幅４ｍほ

どの土砂が崩れ、駐車場の自

動車が被害にあいました。自

動車が土砂をせき止めたため、

家屋内への流入はありません

でした。被災された方は「住

んで 25 年になるがはじめて」

と話していました。 

  ◇中野議員 ９月市議会質問内容◇ 
 １日から９月市議会が始まりました。中野あきと議員は３日、以下の

ような内容で本会議一般質問を行いました。詳細は、次号または、議会

終了後全戸に配布する「共産党・議員団ニュース」をご覧下さい。 

①高齢者差別に医療制度は廃止しかない。 

 ◇市の基本認識、保険料口座振替の説明責任など…。 

②生活保護世帯への通院交通費カットは許されない。 

 ◇日野市の対応など…。 

③中学３年生までの医療費を無料に。 

 ◇市長の基本的見解と、東京都への働きかけ。 


